
（福岡県）

市 政 ル ポ 大
お お の じ ょ う

野城市

悠
久
の
歴
史
を
共
働
で
つ
な
ぐ

愛
郷
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

築
造
１
３
５
０
年
の 

水み
ず
き城

と
大
野
城
・
基き
い
じ
ょ
う

肄
城

　

平
成
27
年
12
月
５
日
、
福
岡
県
大
野
城
市
の
多
目

的
施
設
（
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル
）
に
お
い

て
、「
水
城
・
大
野
城
・
基
肄
城
１
３
５
０
年
記
念

式
典
」と
題
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
７
世
紀
（
飛
鳥
時
代
、
西
暦

６
６
５
年
ご
ろ
）
に
国
土
防
衛
お
よ
び
大
宰
府
の
防

衛
ラ
イ
ン
と
し
て
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
「
水
城
・
大

野
城
・
基
肄
城
」の
築
造
１
３
５
０
年
を
記
念
し
て
、

平
成
24
年
度
か
ら
関
連
自
治
体
に
よ
り
随
時
実
施
さ

れ
て
き
た
、
一
連
の
記
念
事
業
の
締
め
く
く
り
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

記
念
事
業
の
掉
尾
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し

く
、
水
城
・
大
野
城
・
基
肄
城
が
立
地
す
る
す
べ
て

の
関
連
自
治
体
（
３
城
跡
が
立
地
す
る
大
野
城
市
、

太
宰
府
市
、
筑
紫
野
市
、
春
日
市
、
宇
美
町
、
基
山

町
の
４
市
２
町
お
よ
び
福
岡
県
、
佐
賀
県
）
に
よ
る

共
同
開
催
と
な
っ
た
。

　

式
典
で
は
記
念
講
演
２
本（
文
化
庁
主
任
調
査
官
・

佐
藤
正
知
氏
、
福
岡
大
学
名
誉
教
授
・
小
田
富
士
雄

氏
）に
特
別
講
演（
歴
史
漫
画
の
里
中
満
智
子
氏
）も

行
わ
れ
た
ほ
か
、
大
野
城
市
・
基
山
町
の
小
中
学
生

が
創
作
劇「
こ
こ
ろ
を
つ
な
い
で
」や
学
習
発
表「
自

慢
の
ふ
る
さ
と
」、
合
唱
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
な
ど
を

披
露
。
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
里
中
満
智
子
氏

の
講
演
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
ま
さ
に
「
先
人
の
心
を

次
代
へ
つ
な
ぐ
」
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
質
量
と
も
に

充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
。

　

立
地
自
治
体
が
こ
れ
だ
け
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
の

を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
１
３
５
０
年
も
前
に
隣

接
し
て
築
か
れ
た
、
土
塁
と
濠ほ
り

を
中
心
に
自
然
の
地

形
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
た
水
城
・
大
野
城
・
基
肄

城
の
規
模
は
、
非
常
に
広
大
だ
。

　

同
時
に
こ
れ
ら
の
古
代
山
城
群
が
構
築
す
る
広
大

な
国
土
防
衛
ラ
イ
ン
を
も
っ
て
守
ら
れ
よ
う
と
し

た
、
当
時
の
大
宰
府
が
大
和
朝
廷
に
果
た
し
て
い
た

役
割
の
重
要
性
も
、
お
の
ず
と
分
か
っ
て
く
る
と
い

う
も
の
だ
ろ
う
。

　
「
大
陸
と
の
交
易
や
政
治
的
外
交
を
担
う

日
本
側
の
玄
関
口
で
あ
っ
た
九
州
・
大
宰
府

に
緊
急
防
衛
の
必
要
性
が
生
ま
れ
た
の
は
、

朝
鮮
半
島
の
白
村
江
を
舞
台
に
勃
発
し
た
『
白
村
江

の
戦
い
』（
６
６
３
年
）の
際
に
、
大
和
朝
廷（
倭
国
）

が
百
済
に
援
軍
を
送
り
、
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
挑

ん
で
敗
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

大
和
朝
廷
は
そ
の
後
の
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
よ
る

海
を
越
え
た
九
州
・
大
宰
府
へ
の
侵
攻
を
恐
れ
、

防
衛
ラ
イ
ン
と
し
て
水
城
・
大
野
城
・
基
肄
城
を

井
いもと

本宗
むね じ

司
大野城市長
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築
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
井
本
宗
司
・
大
野
城
市
長
だ
。

　

水
城
・
大
野
城
・
基
肄
城
は
そ
れ
ぞ
れ
国
指
定
特

別
史
跡
で
あ
る
が
、
大
野
城
市
の
市
名
が
大
野
城
跡

か
ら
採
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、

水
城
跡
と
と
も
に
大
野
城
跡
が
市
域
内
に
あ
る
（
基

肄
城
は
市
域
外
）。
さ
ら
に
市
域
に
は
国
指
定
史
跡

の
牛う
し
く
び頸

須
恵
器
窯
跡
（
６
世
紀
か
ら
９
世
紀
に
か
け

て
機
能
し
た
須
恵
器
の
窯
跡
）
が
あ
る
な
ど
、
大
野

城
市
は
京
都
奈
良
な
ど
の
古
都
を
除
け
ば
、
全
国
的

に
も
珍
し
い「
３
つ
の
国
指
定
史
跡（
し
か
も
２
つ
は

特
別
史
跡
）」を
持
つ
都
市
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

近
年
の
歴
史
ブ
ー
ム
に
付
随
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
話
題
は
ど
う
し
て
も
、
戦
国
時
代
や
江
戸
時

代
な
ど
、
文
書
資
料
や
具
体
的
な
関
連
史
跡
の
多

い
華
や
か
な
時
代
に
集
中
し
が
ち
だ
。
そ
れ
に
比

較
す
れ
ば
、
文
書
資
料
も
明
確
な
史
跡
も
少
な
い

大
和
朝
廷
時
代
初
期
の
歴
史
へ
の
関
心
は
、
一
般

的
に
は
な
か
な
か
広
が
り
に
く
い
側
面
を
持
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

　

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
水
城
・
大
野
城
・
基
肄
城

の
史
跡
群
が
巨
大
な「
現
物
」と
し
て
の
魅
力
に
あ
ふ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
実
際
に
現
地
を
訪
ね
て
み
る
と

よ
く
分
か
る
。
探
索
ル
ー
ト
の
再
構
築
や
、
見
せ
方

の
工
夫
、
時
代
背
景
の
適
切
な
解
説
な
ど
が
な
さ
れ

る
と
と
も
に
、
旅
へ
の
誘
い
を
巧
み
に
行
え
ば
、
文

書
資
料
的
に
未
知
な
部
分
の
多
い
こ
と
が
か
え
っ
て

ロ
マ
ン（
想
像
力
）の
源
泉
と
な
り
、
か
つ
て
の
邪
馬

台
国
ブ
ー
ム
の
よ
う
な
関
心
を
も
た
ら
す
可
能
性
も

決
し
て
低
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
九
州
・
中
国
・
四
国
地
方
に
は
、
こ
れ
ま

で
ス
ポ
ッ
ト
の
当
た
り
に
く
か
っ
た
、
31
の
自
治

体
に
立
地
す
る
古
代
山
城
の
跡
が
計
22
カ
所
確
認

さ
れ
て
お
り
、
年
に
１
回
の「
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
」

も
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
（
平
成
22
年
の
第

１
回
サ
ミ
ッ
ト
は
大
野
城
市
開
催
）。
サ
ミ
ッ
ト
参

加
自
治
体
に
よ
る
連
携
の
展
開
次
第
で
は
、
広
範

囲
に
わ
た
る
、
古
代
史
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
旅
の
広

域
新
ル
ー
ト
の
構
築
も
可
能
だ
ろ
う
。「
水
城
・
大

野
城
・
基
肄
城
１
３
５
０
年
記
念
式
典
」
が
見
せ
た

盛
り
上
が
り
が
、
そ
う
し
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
序

中央の山が大野城跡（四王寺山）、手前に延びる土塁が水城

大野城（四王寺山）山頂付近に残る門の跡と土塁、建物の礎石

49 市政 JANUARY 2016



章
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
お
か
し
く
な
い

だ
け
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
あ
る
。

歴
史
を
つ
な
ぎ
市
民
を
つ
な
ぐ 

愛
郷
心
の
醸
成

　

大
野
城
市
で
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
水
城
・
大
野

城
・
基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
の
関
連
事
業
、「（
仮

称
）歴
史
を
つ
な
ぐ
路
」整
備
計
画（
平
成
28
年
度
完

成
予
定
）、「
大
野
城
ト
レ
イ
ル
」整
備
計
画（
平
成
27

〜
29
年
度
に
順
次
着
手
予
定
）、「（
仮
称
）大
野
城
心

の
ふ
る
さ
と
館
」
整
備
計
画
（
平
成
30
年
度
完
成
予

定
）
は
、
ま
さ
に
来
る
べ
き
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
準
備

と
も
な
り
得
る
意
欲
に
満
ち
た
事
業
だ
。

　

ま
ず「（
仮
称
）歴
史
を
つ
な
ぐ
路
」は
大
野
城
跡
を

市
民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
存
在
に
す
る
た
め
に
計

画
さ
れ
た
も
の
で
、
歴
史
・
自
然
・
健
康
を
テ
ー
マ

に
、
大
野
城
総
合
公
園
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
四
王
寺

山（
大
野
城
跡
が
あ
る
山
の
名
称
）の
登
山
道
を
整
備

す
る
事
業
だ
。

　

ま
た「
大
野
城
ト
レ
イ
ル
」は
大
野
城
市
の
有
す
る

豊
か
な
歴
史
・
自
然
・
景
観
・
文
化
財
・
街
並
み
な

ど
を
網
羅
的
に
つ
な
ぐ
散
策
路
の
整
備
計
画
で
、
市

内
全
域
の
地
域
資
源
を
結
ぶ
７
つ
の
ル
ー
ト
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。

　
「（
仮
称
）大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
」は
、
大
野
城

の
歴
史
を
概
観
す
る
展
示
室
や
多
目
的
交
流
機
能
を

備
え
た
施
設
で
、「（
仮
称
）歴
史
を
つ
な
ぐ
路
」や「
大

野
城
ト
レ
イ
ル
」
が
設
定
す
る
各
散
策
コ
ー
ス
の
拠

点
と
も
な
る
。
敷
地
は
大
野
城
市
役
所
南
側
の
隣
接

地
に
あ
り
、
地
上
３
階
建
て
、
延
べ
床
面
積

３
２
６
２
㎡
の
規
模
を
誇
り
、
完
成
す
れ
ば
大
野
城

市
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　
「
こ
れ
ら
の
事
業
は
市
民
の
皆
さ
ん

や
観
光
で
訪
れ
て
く
だ
さ
る
方
々
に
、

大
野
城
市
を
歴
史
的
、
文
化
的
、
地
理

的
に
、
丸
ご
と
立
体
的
に
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
事
業
だ
と
い
え
ま
す
。

初
め
て
訪
れ
て
く
だ
さ
る
観
光
客
の

方
々
に
大
野
城
市
の
概
要
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
実

は
大
野
城
市
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、

ふ
る
さ
と
大
野
城
市
の
概
要
を
改
め
て

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
」（
井
本
市
長
）

　

平
成
24
年
に
市
制
40
周
年
を
迎
え
た
大
野
城
市
に

改
め
て「（
仮
称
）大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
」と
い
う

交
流
展
示
施
設
の
建
設
が
計
画
さ
れ
、「
市
民
に
ふ

る
さ
と
大
野
城
市
を
改
め
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
井
本
市
長
が
考
え
る
背
景
に
は
、
悠
久
の
歴

史
を
市
内
外
に
多
角
的
に
発
信
す
る
と
い
う
主
要
目

的
の
ほ
か
に
、
市
制
施
行
以
来
の
大
野
城
市
が
辿
っ

て
き
た
歴
史
的
な
背
景
も
あ
る
と
い
う
。

　

例
え
ば
市
制
施
行
時
の
大
野
城
市
の
人
口
は

３
万
７
０
０
０
人
弱
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
10
万

人
弱
と
約
２
・
７
倍
に
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴

い
、
一
般
会
計
予
算
は
市
制
施
行
当
時
の
約
13
億

円
か
ら
現
在
は
３
３
０
億
円
前
後
と
約
25
倍
に
膨

ら
ん
で
い
る
。
基
盤
整
備
で
は
土
地
区
画
整
理
事

業
の
総
面
積
が
市
街
化
区
域
の
40
％
近
く
に
及
び
、

下
水
道
普
及
率
も
０
％
か
ら
99
・
9
％
へ
と
飛
躍

盛大に開催された「水城・大野城・基肄城1350年記念式典」
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大野城市　市 政 ル ポ

（福岡県）

的
に
伸
び
た
（
以
上
、
大
野
城
市
市
制
施
行
40
周
年

記
念
市
勢
要
覧
よ
り
）。

　

県
都
・
福
岡
市
の
都
心
部
か
ら
南
へ
約
10
㎞
の
至

近
距
離
に
あ
り
、
面
積
約
26
㎢
の
コ
ン
パ
ク
ト
で
緑

の
多
い
市
域
に
は
、
Ｊ
Ｒ
（
鹿
児
島
本
線
）
と
西
鉄

（
天
神
大
牟
田
線
）が
並
行
し
て
市
域
を
横
断
し
、
九

州
自
動
車
道
に
連
結
す
る
福
岡
都
市
高
速
道
路
の
Ｉ

Ｃ
が
近
接
し
て
、
博
多
地
区
や
福
岡
空
港
と
も
直
結

す
る
大
野
城
市
は
、
北
部
九
州
で
も
有
数
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
好
適
地
と
し
て
人
気
が
高
い
。

　

現
在
の
人
口
の
主
力
を
成
す
働
き
盛
り
世
代
の
多

く
が
、
市
制
施
行
後
に
大
野
城
市
に
引
っ
越
し
て
き

た
世
代
か
、
そ
の
第
２
・
第
３
世
代
な
の
だ
。

　

そ
う
し
た
環
境
の
中
で
都
市
的
な
集
積
が
急
激

に
進
ん
で
き
た
大
野
城
市
に
と
っ
て
、
市
民
の
一

体
化
や
愛
郷
心
の
醸
成
は
、
市
制
施
行
当
時
か
ら

の
重
要
課
題
だ
っ
た
。

「
協
働
」か
ら「
共
働
」へ
、 

ま
ち
づ
く
り
の
確
か
な
進
化

　

実
は
大
野
城
市
は
市
制
施
行（
昭
和
47
年
）以
前
の

昭
和
40
年
代
前
半
（
旧
大
野
町
時
代
）
か
ら
、
新
興

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
急
増
現
象
が
始
ま
っ
て

い
た
。
そ
の
た
め
当
時
か
ら
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
の
た
め
の
、
市
民
協
働
に
よ
る
施
策
が
さ
ま
ざ

ま
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
旧
大
野
町
時
代
の
昭
和
46

年
の
段
階
で
既
に
南
地
区
が
、
旧
自
治
省
か
ら
「
モ

四王寺山（大野城跡）に「大」の文字が浮かび上がる「おおの山城大文字まつり」は市内最大
のイベント

登り窯様式の梅頭窯跡（国指定史跡牛頸須恵器窯跡の一部）

わくわくパビリオンの人気イベント・三輪車3時間耐久レース 福祉も含めた公共ワンストップサービス「総合窓口・まどかフロア」
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デ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど
各
方

面
か
ら
注
目
を
集
め
て
も
い
た
。

　

大
野
城
市
で
は
現
在
、
市
民
協
働
の
推
進
拠
点
と

し
て
４
つ
の
体
育
館
機
能
付
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
南
・
中
央
・
東
・
北
地
区
に
設
置
。
以
下「
コ

ミ
セ
ン
」と
表
記
）を
設
置
し
て
い
る
が
、
各
コ
ミ
セ

ン
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
セ
ン
、
学
校
開

放
施
設
、
近
隣
公
園
の
管
理
運
営
・
貸
出
事
業
な
ど

を
実
施
）、
地
域
行
政
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
組
織
が
集

約
さ
れ
て
い
る
。
コ
ミ
セ
ン
に
体
育
館
機
能
を
必
ず

設
け
て
い
る
の
は
、
昭
和
40
年
代
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
活
動
を
通
じ
て
得
た
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
一

緒
に
す
る
こ
と
が
、
見
知
ら
ぬ
顔
の
少
な
く
な
い
地

域
が
一
つ
に
な
る
最
善
の
方
法
」（
井
本
市
長
）
と
の

経
験
値
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
や

が
て
生
涯
学
習
な
ど
各
種
の
市
民
参
画
事
業
の
隆

盛
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
都
市
内
分
権
が
主
流
の
新
し
い

コ
ミ
ュ
テ
ィ
の
形
へ
と
、
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
」

（
井
本
市
長
）

　

大
野
城
市
で
は
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、「
協

働
」を「
共
働
」と
表
現
し
直
し
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
を
各
方
面
か
ら
推
進
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
今
回
、「
ふ
る
さ
と
の
歴

史
」
の
初
期
を
彩
る
大
野
城
築
造
１
３
５
０
年
記
念

事
業
が
開
催
さ
れ
、
市
民
共
働
で
策
定
さ
れ
た
前

述
の
各
種
関
連
事
業
の
推
進
計
画
が
実
施
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。「
協
働
か
ら
共
働
」
へ
と
進
化
し
て

き
た
、
市
民
が
主
役
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

伝
統
を
持
つ
大
野
城
市
に
お
い
て
、
愛
郷
心
の
醸
成

と
新
た
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
図
る
重
要
な
機
会
と

な
る
に
違
い
な
い
。

　

大
野
城
市
に
お
け
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
胎

動
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
大
改
革
と
い
う
形
で
も
訪

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
野
城
市
お
よ
び
沿
線
自
治

体
に
と
っ
て
悲
願
と
も
い
え
る
、
西
鉄
天
神
大
牟
田

線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
が
、
着
々
と
進
み
つ
つ
あ

る
の
だ（
平
成
33
年
度
事
業
完
了
予
定
）。

　
「
西
鉄
の
連
続
立
体
交
差
事
業
が
完
成
す
る
と
、

今
度
は
高
架
下
を
ど
う
活
用
す
る
か
、
沿
線
地
域
の

環
境
改
善
は
ど
う
す
る
か
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
を

よ
り
効
果
的
に
す
る
た
め
の
交
通
連
結
機
能
の
強
化

を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
事
業
完
成
後
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
が
ま
た
始
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
計
画
に
つ

い
て
は
、
大
ま
か
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
素
案
は
出
来

上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
魅
力
あ
る
駅
前
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
詳
細
を
、
市
民
参
加
に
よ
る

各
種
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
開
催
を
通
し
て
、
多
角
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
井
本
市
長
）

　

取
材
の
折
り
に
も
随
所
で
そ
の
模
様
が
見
ら
れ
た

が
、
鉄
道
の
高
架
化（
連
続
立
体
交
差
）事
業
の
工
事

現
場
は
い
つ
見
て
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
心
躍
る
。

　

同
事
業
が
完
成
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て

き
た「（
仮
称
）歴
史
を
つ
な
ぐ
路
」整
備
事
業
や「
大

大野城まどかぴあ（多目的ホール）

多くの市民が参加した水城ウォーキング（水城の見学会）
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野
城
ト
レ
イ
ル
」
整
備
事
業
の
結
果
な
ど
に
も
さ
ら

に
新
た
な
光
が
当
た
り
、
よ
り
幅
広
い
活
用
へ
の
道

が
開
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

築
造
１
４
０
０
年
に
向
け
た 

に
ぎ
わ
い
づ
く
り

　

冒
頭
に
ご
紹
介
し
た
「
水
城
・
大
野
城
・
基
肄
城

１
３
５
０
年
記
念
式
典
」が
開
催
さ
れ
た
翌
日（
平
成

27
年
12
月
６
日
）
は
、
大
野
城
市
商
工
会
が
平
成
24

年
か
ら
毎
年
、
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
２
カ
月

以
上
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
る
「
第
４
回
お
お
の

じ
ょ
う　

ま
ち
な
か　

わ
く
わ
く
パ
ビ
リ
オ
ン
」（
以

下
、
わ
く
わ
く
パ
ビ
リ
オ
ン
）の
最
終
日
だ
っ
た
。

　

わ
く
わ
く
パ
ビ
リ
オ
ン
は
大
野
城
市
商
工
会
が
主

催
す
る「
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」事
業
だ
が
、
た
ま
た
ま

大
野
城
築
造
１
３
５
０
年
記
念
事
業
と
同
じ
平
成
24

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
た
め
、
こ
の
４
年
間
は

１
３
５
０
年
記
念
事
業
と
連
携
し
た
事
業
（
水
城

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
大
野
城
＝
四
王
寺
山
登
山
会
な

ど
）も
行
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
開
催
期
間
中
は
毎
年
20
種
以
上
の
集
客
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は

市
民
の
ア
イ
デ
ア
で
決
定
さ
れ
て
き
た
。
平
成
28
年

以
降
は
実
施
形
態
が
変
更
さ
れ
る
と
の
話
だ
が
、
開

催
期
間
が
２
カ
月
に
も
及
ぶ
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
が
、
市
民
や
民
間
が
中
心
に
な
っ
て
恒
例
化
さ

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
は
驚
く
し
か
な
い
。
こ
の

一
事
だ
け
で
も
、
大
野
城
市
が
目
指
す
さ
ら
な
る
愛

郷
心
の
醸
成
へ
の
芽
は
、
市
民
や
民
間
の
間
で
既
に

出
始
め
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、

大
野
城
市
で
は
平
成
27
年
８
月
に
「
ふ
る
さ
と
大
野

城《
ま
ち
の
活
力
》創
出
計
画
」を
策
定
。
同
10
月
に

は
「
大
野
城
市
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協
議
会
設
立
準
備

委
員
会
」を
設
立
、
平
成
28
年
７
月
に
は「
大
野
城
市

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協
議
会
」（
い
ず
れ
も
仮
称
）
を
正

式
に
発
足
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　
「
こ
の
協
議
会
の
設
立
目
的
は
、
近
い
将
来
の
さ

ら
な
る
少
子
高
齢
化
時
代
の
到
来
を
見
据
え
て
、
ふ

る
さ
と
大
野
城
市
の
に
ぎ
わ
い
を
新
た
に
つ
く
り
だ

し
、
ま
ち
の
活
力
に
つ
な
げ
て
い
く
方
策
を
、
さ
ま

ざ
ま
に
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
」（
井
本

市
長
）

　

同
協
議
会
の
活
動
開
始
時
期
は
、
既
に
ご
紹
介
し

た
大
野
城
築
造
１
３
５
０
年
の
各
種
関
連
事
業
の
始

動
時
期
と
も
重
な
る
。
ま
た
そ
の
少
し
先
に
は
や
は

り
前
述
し
た
西
鉄
の
連
続
立
体
交
差
事
業
の
完
成
が

控
え
て
い
る
。

　

昭
和
40
年
代
前
半
か
ら
右
肩
上
が
り
で
人
口
を
増

や
し
続
け
、
都
市
と
し
て
の
基
礎
体
力
を
着
々
と
蓄

積
し
て
き
た
大
野
城
市
の
近
未
来
の
目
標
の
一
つ

は
、「
大
野
城
築
造
１
４
０
０
年
」ま
で
さ
ら
に
地
道

に
発
展
を
続
け
、
市
民
の
愛
郷
心
の
さ
ら
な
る
醸
成

と
と
も
に
、
に
ぎ
わ
い
を
少
し
ず
つ
で
も
増
し
て
い

く
こ
と
に
あ
る
と
井
本
市
長
は
語
る
。
そ
の
準
備
は

既
に
整
い
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文 

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
27
年
10
月
30
日
）

新住民の多い大野城市の一体化事業の一つ「MADOKAれくスポ祭」の一コマ

まちづくり活動の一環として行われている高齢者支援事業の一コマ
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